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申
込
資
格
な
ど
詳
細
は
、
申
し
込

み
の
し
お
り
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
…
■内
 

募
集
住
宅
及
び
戸

数
…
一
般
世
帯
向
け
３
戸
（
高
幡
団

地
・
川
原
付
団
地
・
第
一
東
光
寺
団
地

い
ず
れ
も
１
戸
）、車
椅
子
世
帯
向
け

１
戸（
高
幡
団
地
）、
高
齢
者
単
身
向

け
２
戸
（
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
と
う
こ
う

じ
・
同
た
か
は
た
い
ず
れ
も
１
戸
）、

高
齢
者
２
人
世
帯
向
け
１
戸
（
シ
ル

バ
ー
ピ
ア
た
か
は
た
）

�
�
�
�
�
�
�
�
	
…
募
集
戸
数

…
３
人
以
上
世
帯
向
け
１
戸
（
大
坂

上
三
丁
目
）

　

い
ず
れ
も
■他
 

し
お
り
の
配
布
…　
１２

月
１
日　

〜　

日　

午
前
８
時　

分

（水）

１０

（金）

３０

〜
午
後
５
時　

分
に
市
役
所
１
階
市

１５

民
相
談
窓
口
、
七
生
支
所
、
豊
田
駅

連
絡
所
で
配
布
※
日
曜
日
を
除
く
■申
 

　

月　

日　

（
必
着
）
ま
で
に
所
定

１２

１４

（火）

の
用
紙
を
郵
送
■問
 

財
産
管
理
課

用
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。ご
注
意
を
。

■問
 

市
民
税
課
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ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
で
の
電
子
申
請
・
届

出
を
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

対
象
は
、
給
与
支
払
報
告
書
、
公

的
年
金
等
支
払
報
告
書
、
特
別
徴
収

関
係
届
出
書
、
法
人
市
民
税
の
申
告

書
及
び
関
係
届
出
書
で
す
。

　

な
お
、
利
用
開
始
の
際
、
電
子
証

明
書
等
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
詳
細

は
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

ttp://w
w
w
.eltax.jp/

）
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、　

地
方
税
電
子
化

（社）

協
議
会
（
�
０
５
７
０
・
０
８
１
４

５
９
）に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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国
民
年
金
は
、
老
後
や
不
慮
の
事

故
の
際
に
お
互
い
に
助
け
合
う
制
度

で
、
国
内
に
住
む　

〜　

歳
の
す
べ

２０

６０

て
の
方
が
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。　

歳
に
な
る
と
加
入
案
内
が

２０

送
付
さ
れ
ま
す
。
必
ず
回
答
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
国
民
年
金
に
加
入

す
べ
き
方
に
年
金
手
帳
を
お
送
り
し

て
い
ま
す
。
加
入
記
録
や
保
険
料
の

納
付
状
況
な
ど
、
年
金
に
関
す
る
す

べ
て
を
こ
の
手
帳
と
基
礎
年
金
番
号

１
年
分
単
位
で
納
め
る
と
割
り
引
き

さ
れ
る「
前
納
制
度
」が
あ
り
ま
す
。
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口
座
振
替
で
６
カ
月
・
１
年
前
納

を
す
る
と
現
金
納
付
よ
り
割
り
引
き

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、毎
月
納
付
を
、

通
常
行
っ
て
い
る
「
翌
月
末
引
き
落

と
し
」
か
ら「
当
月
末
引
き
落
と
し
」

に
変
更
す
る
と
、
１
カ
月
当
た
り　
５０

円
の
割
り
引
き
に
な
り
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
保
険
料
か
ら
６
カ

２３

月
・
１
年
前
納
を
ご
希
望
の
方
は
、

来
年
の
２
月
中
に
金
融
機
関
で
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
 

立
川
年
金
事
務
所
（
�　

・　

・

０４２

５２３

０
３
５
２
）、市
保
険
年
金
課
年
金
係
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歳
以
上
の
方
（
生
活
保
護
受
給

７０
者
、
中
国
残
留
邦
人
支
援
法
の
支
援

給
付
を
受
け
て
い
る
方
を
除
く
）で
、

入
院
期
間
が
継
続
し
て
７
日
以
上
に

な
る
場
合
、
見
舞
金
を
支
給
し
ま
す

（
介
護
保
険
に
よ
る
入
院
・
入
所
は

除
く
）
。

■日
 

申
請
時
期
…
入
院
し
た
日
か
ら
７

日
を
過
ぎ
た
日
以
降
（
８
日
目
か
ら

申
請
出
来
ま
す
）
、
申
請
期
限
…
次

の
事
由
の
い
ず
れ
か
最
初
に
該
当
し

た
日
の
翌
日
か
ら
１
年
以
内
①
退
院

し
た
と
き
②
入
院
中
に
転
出
し
た
と

き
③
入
院
中
に
３
月　

日
に
な
っ
た

３１

国
保
・
年
金

国
保
・
年
金

住

宅

住　

宅
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平
成　

〜　

年
末
と
平
成　

年
か

１１

１８

２１

ら
入
居
し
た
方
で
、
所
得
税
の
住
宅

ロ
ー
ン
控
除
の
適
用
を
受
け
た
が
控

除
し
き
れ
な
い
額
が
あ
る
方
が
対
象

に
な
り
ま
す
。
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初
年
度
は
確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

勤
務
先
か
ら
市
へ
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

を
適
用
し
た
給
与
支
払
報
告
書
の
提

出
が
な
い
場
合
は
、
同
年
分
の
源
泉

徴
収
票
を
添
付
し
市
・
都
民
税
の
申

告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
い
ず
れ
も

平
成　

年
度
の
申
告
期
限
（
平
成　

２３

２３

年
３
月　

日　

）
内
に
必
ず
提
出
し

１５

（火）

て
く
だ
さ
い
。
期
限
を
す
ぎ
る
と
適

で
管
理
し
ま
す
。
大
切
に
保
管
し
て

く
だ
さ
い
。
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学
生
で
本
人
の
前
年
所
得
が　

万
１１８

円
以
下
の
場
合
、
申
請
し
て
承
認
さ

れ
れ
ば
保
険
料
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま

す
。
こ
の
申
請
は
毎
年
度
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。
忘
れ
ず
に
申
請
を
。
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国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
難
し

い
と
き
に
は
、
本
人
、
配
偶
者
、
世

帯
主
そ
れ
ぞ
れ
の
前
年
の
所
得
状
況

な
ど
に
応
じ
て
、
申
請
し
て
承
認
さ

れ
れ
ば
保
険
料
の
全
額
ま
た
は
一
部

が
免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
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歳
未
満
の
本
人
及
び
配
偶
者
の

３０
所
得
が
全
額
免
除
基
準
以
下
の
場
合
、

同
居
し
て
い
る
世
帯
主
の
所
得
に
か

か
わ
ら
ず
、
申
請
し
て
承
認
さ
れ
れ

ば
保
険
料
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。
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歳
に
な
る
前
に
初
診
日
が
あ
る

２０
病
気
や
け
が
が
原
因
で
障
害
の
あ
る

方
は
、
一
定
の
基
準
に
よ
り　

歳
か

２０

ら
障
害
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
■問
 

保
険
年
金
課
年
金
係
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保
険
料
を
あ
ら
か
じ
め
６
カ
月
、

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



�
�
�

■対
 

パ
ソ
コ
ン
が
出
来
る
方
■定
 

６
人
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■対
 

看
護
助
手
経
験
者
、
ヘ
ル
パ
ー
、

介
護
福
祉
士
等
有
資
格
者
歓
迎
■定
 

５

人
※
詳
細
は
市
立
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

　

い
ず
れ
も
■他
 

面
接
試
験
�
■問
 

市
立

病
院
総
務
課
（
�　

・
２
６
７
７
）

５８１
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■日
 

任
期
…
２
年
※
年
２
回
程
度
審
議

会
を
開
催
■対
 
　

歳
以
上
の
市
内
在
住

２０

者
で
、
日
野
宿
再
生
に
関
心
が
あ
る

方
※
他
の
審
議
会
等
委
員
を
除
く
■定
 

２
人
以
内
■申
 
　

月　

日　
（
必
着
）ま

１２

１５

（水）

で
に
郵
送
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
。
作

文
「
日
野
宿
再
生
に
つ
い
て
」（
２
千

字
程
度
）
、
住
所
、
居
住
年
数
、
氏

名
、
生
年
月
日
、
性
別
、
職
業
、
電

話
番
号
を
記
入
■問
 

〒　

－

０
０
１
６

１９１

神
明
４
の　

の
１
新
選
組
の
ふ
る
さ

１６

と
歴
史
館（
�　

・
５
１
０
０
�shin

５８３

senr@
city.hino.tokyo.jp

）
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農
業
福
祉
型
農
園
が
平
成　

年
３

２３

月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
必
要
な
種

や
苗
、肥
料
、農
具
な
ど
は
農
家
が
用

意
し
、月
数
回
の
講
習
が
あ
り
ま
す
。

り�
あ�

募

集

募　

集

■日
 

平
成　

年
３
月
１
日
〜
平
成　

年

２３

２４

１
月　

日
■場
 

百
草　

番
地
付
近
※
自

３１

７１１

動
車
で
の
通
園
は
不
可
■内
 
　

区
画
※

２１

先
着
順
。
１
区
画　

平
方
㍍
■対
 

原
則

３０

　

歳
以
上
の
市
内
在
住
者
※
１
世
帯

６０１
区
画
■費
 

利
用
料
…
１
区
画
年
４
万

円（
入
園
料
・
農
作
物
収
穫
代
含
む
）

■申
 

往
復
ハ
ガ
キ
で
。
往
信
用
裏
面
に

住
所
、氏
名
（
ふ
り
が
な
）、年
齢
、電

話
番
号
を
記
入
し
、
〒　

－

０
０
３

１９１

３
百
草　

の
１
石
坂
一
雄（
�　

・
６

６７２

５９１

４
７
７
）
へ
■問
 

産
業
振
興
課
農
産
係
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市
の
子
育
て
支
援
計
画
「
ひ
の
っ

子
す
く
す
く
プ
ラ
ン
」
を
踏
ま
え
、

同
プ
ラ
ン
推
進
協
議
会
を
編
成
し
、

施
策
の
進
捗
、効
果
を
検
証
し
ま
す
。

■日
 

任
期
…
平
成　

年
度
ま
で
※
年
２

２６

回
の
協
議
会
を
開
催
■定
 

若
干
人
■他
 

書

類
選
考
等
に
よ
り
決
定
■申
 
　

月　

日

１２

１５

　

（
必
着
）
ま
で
に
郵
送
ま
た
は
Ｅ

（水）メ
ー
ル
で
。
作
文
「
子
育
て
に
つ
い

て
思
う
こ
と
」
（　

字
以
内
）
、
住

８００

所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、
年
齢
、

生
年
月
日
、
性
別
、
電
話
番
号
を
記

入
■問
 

〒　

－

８
６
８
６
日
野
市
役
所

１９１

子
育
て
課
ひ
の
っ
子
す
く
す
く
プ
ラ

ン
担
当（
�jidouf@

city.hino.
lg.jp

）

�
■対
 
　

歳
未
満
の
子
を
養
育
し
て
い

２０

る
母
子
家
庭
の
母
で
、
児
童
扶
養
手

当
の
支
給
を
受
け
て
い
る
か
同
等
の

所
得
水
準
の
方
■費
 

支
給
額
…
受
講
料

の
２
割
相
当
額
■問
 

子
育
て
課
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市
で
実
施
し
て
い
る

ふ
だ
ん
着
で
Ｃ
Ｏ
２

を

へ
ら
そ
う
事
業
の
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
エ
コ
ク
マ
」「
エ
コ
ア

ラ
」
の
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
ラ
ッ
ピ
ン

グ
ミ
ニ
バ
ス
５
台
が
運
行
し
ま
す
。

■問
 

環
境
保
全
課
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�
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■日
 
　

月　

日　

午
前　

時
か
ら
■場
 

市

１２

１０

（金）

１０

役
所
４
階
庁
議
室
※
中
止
の
場
合
�

■問
 

総
務
課
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�
�
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�
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市
内
の
特
別
支
援
学
級
に
通
う
子

ど
も
た
ち
が
、
日
ご
ろ
の
学
習
の
成

果
を
発
表
し
ま
す
。

■日
 
　

月　

日　

午
前
９
時　

分
〜
午

１２

１７

（金）

３０

後
１
時　

分
■場
 

ひ
の
煉
瓦
ホ
ー
ル
■内
 

４０

劇
、
音
楽
劇
、
踊
り
、
合
奏
�
■問
 

合

同
学
習
発
表
会
実
行
委
員
会
（
七
生

緑
小
�　

・
０
９
９
８
）

５９１

ど�
な

り�
あ�

ど�
な

告
知
板

告 
知 
板
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こ
の
貸
し
付
け
を
受
け
ら
れ
た
方

が
、
高
校
・
大
学
等
に
入
学
し
た
場

合
、
返
済
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
平
成

　

年
１
月　

日　

ま
で
に
申
し
込
み

２３

３１

（月）

を
。
な
お
、
所
得
な
ど
要
件
が
あ
り

ま
す
。
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を
。

■内
 

貸
付
金
額
…
高
校
受
験
料
５
万　
４００

円
ま
で
、
大
学
受
験
料　

万
５
千
円

１０

ま
で
、
学
習
塾
受
講
料　

万
円
ま
で

２０

■問
 

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
チ
ー
ム

�
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�
�
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■日
 
　

月
９
日　

午
前
９
時　

分
か
ら

１２

（木）

３０

■申
 

傍
聴
希
望
の
方
は
開
催　

分
前
ま

２０

で
に
教
育
部
庶
務
課
へ
。
申
込
多
数

の
場
合
は
抽
選
■問
 

教
育
部
庶
務
課
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入
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ど
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認
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る
も
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本
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は
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所
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階
保
険
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へ
※
来
庁
出
来
な
い
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は

問
い
合
わ
せ
を
■問
 

保
険
年
金
課
高
齢

者
医
療
係

●こんなときには届け出を忘れずに
届出方法必要な手続きこんなとき

年金事務所から送付さ
れる「国民年金のご案
内（加入届）」を記入
し、保険年金課へ提出

厚生年金や共済組合に加入
していない方や学生は、加
入手続きが必要です。

２０歳になった
とき

年金手帳、印鑑、離職
証明などの退職日の分
かる書類を持参し、保
険年金課へ届け出

厚生年金や共済組合に加入
していた方が、退職したと
きは第１号被保険者への変
更手続きが必要です。

６０歳になる前
に会社などを
退職したとき

厚生年金や共済組合に加入
していた配偶者が退職した
ときは、扶養されていた方
（第３号被保険者）も第１
号被保険者への変更手続き
が必要です。

配偶者が退職
したとき

年金手帳、印鑑、扶養
からはずれた日の分か
る書類を持参し、保険
年金課へ届け出

収入が増えたり、離婚等に
より配偶者の扶養（第３号
被保険者）でなくなったと
きは、第１号被保険者への
変更手続きが必要です。

配偶者の扶養
（第３号被保
険者）でなく
なったとき

配偶者の勤務先へ届け
出

厚生年金や共済組合に加入
している配偶者の扶養（第
３号被保険者）になったと
きは、配偶者の勤務先へ届
け出が必要です。

配偶者の扶養
（第３号被保
険者）になっ
たとき

印鑑、基礎年金番号の
分かる書類または身分
証明書を持参し、保険
年金課へ届け出（お急
ぎの場合は直接立川年
金事務所で申請を）

第１号被保険者は「年金手
帳再交付申請書」を提出す
れば、後日、年金手帳が立
川年金事務所から郵送され
ます。

年金手帳をな
くしたとき


